
 

地下水浄化に係る第２次評価結果に基づく追加対策工事の実施内容 

 

地下水浄化に係る第２次評価結果に基づき、下記の内容のとおり追加対策工事を実施する。 

（工事期間：平成３１年３月～８月） 

 

１ 工事の内容 

工事内容 仕様 

大口径注水井戸 設置箇所 口径 深さ 

 

ＲＩＷ－１ ＤＷ－１８周辺に設置 

3.5 ｍ 

設置場所の地質構造を基に決定 

（第二帯水層上端部から5 ｍ以深にかけて 

注水できる構造とする） 

ＲＩＷ－２ 
ＣＷ－２上流部に設置 

ＲＩＷ－３ 

ＲＩＷ－４ ＤＷ－１６周辺に設置 

注水配管 L＝464 ｍ 大口径注水井戸への配水用 

 

２ スケジュール 

  対策工事を８月までに完工させ、その後は浄化設備から得られる地下水質データに基づき適時

に浄化効果の評価を行う。 

 

 

年度 H30 H31 H32 H33 H34 

月 3 4 5 6 7 8 9～3  
環境基準達成 

（８月） 

浄化終了 

（～８月）

モニタリング         

  

浄化対策           

浄化効果の 

評価 
          

資料３ 

地下水質データの収集 

集水井戸及び既設揚水井戸による浄化 

（大口径注水井戸は完成次第順次稼働）

追加対策工事 

(大口径注水井戸) 

評価に係る地下水質データの解析 

浄

化

効
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評

価
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地下水浄化に係る第２次評価結果に基づく追加対策工事の実施内容

場外西沢

鉛直遮水壁

(H34撤去)

(H34撤去)

処理水放流管(県道敷ほか)

(H34撤去)

(H33整備)

(H34一部撤去)

(H34撤去・自然沢復旧)

(H34撤去)

(H33撤去・流末整備)

掘削土壌仮置場

470m2及び240m2

ポンプアップ
により配水

浸透桝
10 m ×10 m ×4.0 m

貯留水配水管
L = 731 m

ＤＷ－１２

ＤＷ－９

ＤＷ－１９

ＳＷ－２８

ＤＷ－１３防災調整池

浸出水貯留池

浸出水処理施設

浸出水導水管

雨水排水路

岩手県鋼矢板

L = 349.2 m

鉛直遮水壁

L = 986.9 m

２号雨水貯留池

３号雨水貯留池

No.2貯留池

No.1貯留池

No.1
No.2 No.3

No.7

No.4

No.8

No.5

No.6

No.1

No.2

No.4

No.6

No.1 No.2

No.3
No.4

No.5

No.9

No.10

揚水排水管(地下埋設)

地下排水管

貯留水配水管

注水井戸配管

浸出水貯留池及び中央

池等貯留水送水ポンプ

既設地下水浄化設備

揚水井戸(第一帯水層)  9箇所

揚水井戸(第二帯水層) 19箇所

集水井戸 3箇所

注水井戸 10箇所

注水井戸（揚水井戸改造）5箇所

浸透桝 1箇所

道路浸透桝 33箇所

浸透桝(つぼ穴利用) 5箇所

雨水貯留池 3箇所

１号雨水貯留池

No.3
No.5

新設地下水浄化設備

大口径注水井戸 4箇所

大口径注水井戸配管

大口径注水井戸構造図

ＲＩＷ－１

ＲＩＷ－２

ＲＩＷ－３

ＲＩＷ－４
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